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№ 表彰区分 氏　　名 年齢等 住　　　所 功　　績　　等

1 ３－１ 西
にし

　太一郎
たいちろう

79 大字橋津

　平成１９年４月に（旧）宇佐市観光協会会長に就任
し、旧市町観光協会の合併に向けご尽力され、平成
２０年４月１日、新しい宇佐市観光協会が設立、初代
会長に就任した。
　また、協会の法人化に取り組まれ、平成２９年４月１
４日に「一般社団法人宇佐市観光協会」が設立、初
代の代表理事として現在ご活躍されている。
　その他、大横綱・双葉山の生誕百年記念事業や国
宝宇佐神宮と双葉山をデザインした地方自治法６０
周年記念硬貨や記念メダルの発行にも大きく寄与
し、最近では「ＪＲ九州ななつ星」の誘致などに積極
的に取り組まれ、地域振興・観光振興に大きく貢献
している。

2 ３－１ 熊埜御堂
く ま の み ど う

 宏
ひろ

實
み

70 大字上乙女

　宇佐商工会議所副会頭を１年間、宇佐商工会議
所会頭を１２年間務め、地域の総合経済団体の長と
して、宇佐市地域審議会（宇佐市地域コミュニティビ
ジョン審議）委員、宇佐市企業誘致推進委員会委
員、宇佐市庁舎整備検討市民委員会委員、宇佐市
新庁舎建設設計事業者選定審査会委員、宇佐市地
域雇用創造協議会副会長等を務め、地域商工業者
全体の活性化を図り、宇佐市経済の発展に大きく貢
献した。
　また、宇佐市教育委員を１２年務め、地域の教育
力向上、人材育成、文化振興に精力的に取り組み、
市の教育行政の推進にも携わった。

3 ３－１ 岩野
い わ の

　總子
ふ さ こ

73 院内町大重見

　平成１５年４月から平成２８年３月まで１３年間、宇
佐市食生活改善推進協議会院内支部ゆずの会会
長として、食生活の改善を通じて地域住民の健康づ
くりに尽力した。
　氏は、栄養士とともに県内や市内の他支部との交
流会や合同研修会を企画運営し、会員の資質向上
に努めるなど組織の育成を図ってきた。また、高齢
者への食のサービスや食育活動、伝承料理講座等
の推進、減塩推進活動を展開するなど市民の食生
活改善に関する功績は顕著である。
　その他、平成２４年に開かれた第１２回全国山野
草・つみ草料理サミットをきっかけに、院内つみ草料
理の会として山野草を食材とするつみ草料理の研究
と普及にも努めている。

4 ３－１ 永田
な が た

　日出海
ひ で み

67 院内町温見

　昭和５６年４月１１日に院内町消防団に入団以来、
３６年有余にわたり終始一貫消防精神に徹し、消防
団員の資質の向上や火災予防思想の普及などに尽
力した。
　また、平成２５年４月１日から平成２９年３月３１日ま
での４年間、宇佐市消防団長として、市民の生命・身
体・財産を守るべく率先して任務の遂行に努めるとと
もに、地域防災の中核でもある消防団活動の円滑化
を図り、その発展に寄与したことは消防団員のみな
らず地域住民からの信望も厚い。
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5 ３－１

糸口
いとぐち

ふれあい広場
ひ ろ ば

実行
じっ こ う

委員会
いいんかい

（団体
だんたい

）

大字猿渡

　糸口ふれあい広場実行委員会は、地域交流イベ
ント「糸口ふれあい広場」の開催を目的に、大分県社
会福祉事業団のうち宇佐市に所在する５事業所（地
域総合支援センター、糸口学園、糸口厚生園、糸口
第二厚生園、糸口通勤寮）で構成する団体である。
　本団体は、昭和６３年に開催して以来、地域と福祉
施設との交流と福祉施設への理解を目的に毎年開
催しており、今年で第３０回目を迎える。障がいのあ
る人もない人も参加でき、地域と福祉施設との交流
の場となっており、施設に入所している方の社会参
加の意欲向上にもつながっている。
今では、毎年約千人の参加者で賑わうほど広く認知
されており、障がい者や障がい者福祉に対する市民
の理解啓発に大きく貢献している。

6 ３－２ 小野
お の

　誠
まこと

78 院内町景平

　氏は、「歌声の聞こえるまちづくり」を目指し、昭和５
８年に院内地域の女性を中心としたコーラスグルー
プを結成し、永年その指導者として地域貢献の一躍
を担っている。
　また、グランドゴルフにおいては、、院内地域で推
進及び指導を１０年以上務め、毎月例会を開催し、
企画、運営や指導を行うなど、地域の健康増進にも
大きく貢献している。
　その他、大分県レクリエーション協会副会長も務め
られ、地域でのイベント等の開催時には、ボランティ
アとしてレクリエーションの指導を行い、地域振興に
大きく貢献している。


